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為替

金利

豪ドルの対円推移（過去１年） 豪ドルの対円推移（過去２週間）

3年国債利回りの推移（過去１年） 3年国債利回りの推移（過去２週間）

ここ2週間の豪ドルの対円レートは、上昇しました。
豪州では、10月20日に9月の雇用統計が発表され、失業率が引き続き歴史的低水準を維持したものの、為替相場に大きな影響は
ありませんでした。期間中、米国では9月の消費者物価指数が市場予想を上回ったほか、ミシガン大学消費者信頼感におけるインフレ
期待が上昇したこと、複数の米連邦準備制度理事会（FRB）の高官からタカ派な発言が相次いだことなどから、今後も大幅な利上げ
が続くとの見方が強まり、米ドル高円安が進行し、豪ドルの対円レートは上昇しました。

ここ2週間の豪州3年国債利回りは大幅に上昇（債券価格は下落）しました。
米国で消費者物価指数が市場予想を上回ったことや、インフレ期待が上昇したこと、複数のFRB高官からタカ派な発言が相次いだこ
となどから、今後も大幅な利上げが続くとの見方が強まりました。このため、米国債の利回りが上昇し、連れて豪州の3年国債利回りも大
幅に上昇しました。

2022/10/24

単位（円） 2022/10/21 2週間前 １ヵ月前 ３ヵ月前 ６ヵ月前 １年前
円／豪ドル 94.71 92.97 95.98 95.07 95.06 85.45
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単位（％） 2022/10/21 2週間前 １ヵ月前 ３ヵ月前 ６ヵ月前 １年前

3.76 3.43 3.33 3.19 2.59 0.72豪３年国債
利回り
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（注）左グラフは2021年10月21日～2022年10月21日、右グラフは2022年10月7日～2022年10月21日。
（出所）FactSetのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

（注）左グラフは2021年10月21日～2022年10月21日、右グラフは2022年10月7日～2022年10月21日。
（出所）FactSetのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成
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